
物  質  名 エチレンイミン ＤＢ－9 

別  名 アジリジン 
ジメチレンイミン 

CAS 番号 151-56-4 
PRTR 番号 第 1 種 41 
化審法番号 5-2  

構 造 式 

 

分子式 C2H5N 分子量 43.08 
沸点 56-57℃ 1) 融点 －71.5℃ 2) 
蒸気圧 160 mmHg（20℃）2) 換算係数 1 ppm = 1.76 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） -0.28（計算値）3) 水溶性 自由混和 4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 400 mg/m3（2hr）5)  
 ラット 経口 LD50 15 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 100 mg/m3（2hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ウサギに 0.42、0.84、1.7、4.2 mg/kg（対照群の有無は不明）の濃度の水溶液を 0.42 mg/kg 群

には 4～9 回、0.84 mg/kg 群には 3～31 回、4.2、1.7 mg/kg 群には 3～8 回、それぞれ 5 回/週
の頻度で強制経口投与した結果、0.42 mg/kg 群で 75％、0.84 mg/kg 群で 70％が死亡し、1.7mg/kg
以上の用量は致死的であった。0.42 mg/kg 群で腎髄質壊死、0.84 mg/kg 以上の群で腎乳頭壊死

がみられ、1.7 mg/kg 以上の群では刺激への反応低下、緊張減退、タンパク尿、尿中の赤血球、

白血球もみられた 6) 。 
・ラットに 10 mg/m3 を連続 1.5 ヶ月間（4 時間/日）吸入させた結果、カタル性気管支炎、リン

パ節の輸出リンパ管の狭窄、肝臓と腎臓の変性がみられた 7) 。この結果から、LOAEL は 10 
mg/m3（暴露状況で補正：1.67 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・妊娠したラットに 10 mg/m3 を 20 日間吸入させた結果（対照群の有無は不明）、母ラットで

体重増加の有意な抑制を認め、妊娠率の低下がみられ、胎仔で血腫の増加がみられた 8) 。 
・in vitro で本物質の暴露を受けた精子を雌ウサギの膣内に注入して妊娠させた結果、黄体嚢数

に対する比率で示される胎仔の生存率が対照群では 78％であるのに対し、暴露群では 40％で

あった 9) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露によって眼、皮膚、気道に対して腐食性を示し、蒸気の吸入による肺水腫、中

枢神経系、腎臓、肝臓への影響の可能性があり、高濃度では死に至ることもある。急性症状

として、眼の発赤、痛み及び重度の熱傷、皮膚の発赤、熱傷及び水疱、咳、めまい、頭痛、

息苦しさ、吐き気、嘔吐が現れ、これらの症状は遅れて現れることもある。経口摂取でも腐

食性を示し、この他に腹痛、灼熱感、ショックや虚脱も現れる。長期間または反復暴露によ

って、皮膚で炎症や感作、生殖細胞で遺伝子傷害を起こす可能性がある 10) 。 
・換気の悪い部屋で 2 時間の暴露を受けた 5 人の学生で、5 時間後に嘔吐が現れ、その後 3 ヶ

月間に亘る眼の炎症、軽度の閉塞性肺炎に伴う空咳、上気道の潰瘍がみられた 11) 。 



・本物質の暴露を受けた 2 人の研究従事者で皮膚の感作がみられ、1 人で治癒の遅い皮膚炎が

生じた。また、小規模の生産工程（暴露濃度は不明）で暴露を受けた数人の労働者で鼻や喉

の刺激、結膜炎がみられたとの報告がある 12) 。 
・本物質の蒸気に 2、3 分間暴露した後、3 時間して嘔吐し、口、咽喉、眼の刺激が現れた例が

報告されている 13) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 14) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15)  TLV-TWA 0.5 ppm（0.88 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 16) 0.5 ppm（0.88 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 10 mg/m3（カタル性気

管支炎、肝臓及び腎臓の変性など）を採用し、暴露状況で補正して 1.67 mg/m3 とし、LOAEL で

あることから 10 で除し、短期間の試験であることから 10 で除した 0.017 mg/m3 を暫定無毒性量

等として設定する。 
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